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地域防犯推進委員
は、自治会などの
推薦に基づき、警
察署長と防犯協議
会会長から委嘱を
受けて活動するボ
ランティアリーダ
ーです。6月18日
に行われた令和8
年度杉戸管内地域

防犯推進委員委嘱式では、宮代町と杉戸町合
計で424名が委員に委嘱されました。児童の
見守り活動や地域の防犯パトロールなどを行
い、地域の安心安全に努めています。身の危険
を感じた際は、身近な相談窓口として気軽に
ご相談ください。	 くらし安全課

郷土資料館にある旧加藤家住宅、旧齋藤家住
宅、旧進修館の特別見学会が6月21日に開催
され、33名が見学をしました。参加者からは、
「このような素晴らしい建物が保存されてい
ることは宮代町民の誇りです」、「進修館の意
味が分かりました。来てよかった」、「このよう
な企画をしていただき、感謝です」と、大盛況
の見学会となりました。	 郷土資料館

恒例の「新みやしろ郷土かるた大会」が7月11
日に進修館大ホールで開催され町内の小学1
年生から6年生までの65チーム194人が参加
しました。会場は読み手の声に一斉に反応し、
真剣に絵札を狙う子どもたちと、保護者の温か
い応援につつまれました。連日の暑さに負けな
い熱戦が続いた大会でした。	 教育推進課

以前発掘された山崎遺跡から少し離れたトラ
スト保全地付近で、住居跡1軒と土器などが発
掘されました。今回調査した場所付近での住
居跡の発見は初めて。すでに発掘されていた
ものと同じ縄文時代後期前半のものであった
ことから、約4,000年前から約3,500年前に
この場所で広範囲に渡って集落が形成されて
いたのかもしれません。	 郷土資料館

犯罪のない安心安全な地域社会に犯罪のない安心安全な地域社会に
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